
シラバス活用

STEP1

シラバスとは・・・
講義の方針や学習計画を学生に周知する目的で作成されるものであり、講義に対して、学生と教員の双
方が従うべき「契約書」の役割を担っています。学生の皆さんは、科目選択の際に利用するだけではなく、
各科目が定める到達目標の達成に向けて、履修期間を通して、計画的に学習を進めるツールとして是非
活用してください。

★開講年度を選択

★課程・学部を選択

★開講曜日を選択

★開講講時を選択

★授業形態を選択

シラバスを見たい科目が分かっている場合は、直接「科目名」欄に入力して検索
できます。

「科目名」欄に教員の名前を入力して検索すると、当該教員が担当する科目の一
覧が検索できます。

学びたいキーワードを入れて、キーワードと関連する科目を検索するといった使
い方もできます。例えば、金融と民法について興味がある方は、科目名欄に「金
融スペース(全角・半角可)民法」と入力すると、シラバスの中に金融と民法の両
方のキーワードが登場する科目を検索できます。
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STEP2

検索結果には各科目の｢科目コード｣、｢学部科目or

大学院科目の別｣、｢科目名｣、｢担当教員｣、｢開講校
地｣、｢単位数｣、「曜日講時」が表示されます。

｢科目名｣をクリックすると、シラバスが表示されま
す。
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各項目では以下の内容を確認できます。

【概要】
科目全体の内容、狙い、キーワード、授業の進め方
が記載されています。

予め履修しておくべき科目や同時履修が望ましい科目、必要と
される知識や能力等が記載されています。

【到達目標】

履修を通して、何ができるようになるのか、学力の三要素であ
る「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・
多様性・協働性」の面から記載されています。

【授業計画】
各回の授業計画が記載されています。

授業時間外に必要な学習内容とその必要時間の目安が記載され
ています。

【成績評価基準】

各評価項目の最終成績に占める割合と評価のポイントが記載さ
れています。

評価結果等に対するフィードバックの方法について記載されて
います。

【テキスト／参考文献／URL】
講義で使用するテキストや参考文献、参照すべき
ホームページのURL等が記載されています。 の
マークが付いている書籍については、DOORSとリンクしており、
図書館等での貸出状態を確認できます。※次ページ参照

【授業形態備考】

「ネット配信授業」または「対面ネット併用授業」の場合は、
具体的な実施方法が記載されています。

【備考】

その他補足事項や担当教員との連絡手段等に関する情報は備考
欄に記載されています。

STEP3
本学専任教員については、担
当教員名をクリックすると、
「研究者データベース」が表
示されます。
※次ページ参照

※大学設置基準では、「1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成すること
を標準」と定めています。2単位取得には90時間の学修が必要ですので、授業時間（30時間）に加
えて、60時間の授業時間外学習が必要です。シラバスで示される授業時間外学習は、あくまで教
員が最低限求める内容と目安時間であり、合計が60時間に満たない場合もあります。その場合も、
皆さん自身が主体的・能動的に授業外学習に取り組むように心掛けてください。
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本ガイド内で登場する関連ページについて

テキストや参考文献の図書館等
での貸出情報やその書籍の目次
(一部、表示されない書籍あり)を
確認できます。

担当教員の研究分野等に関する
情報を確認できます。


